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2月13日㈯午後1時30分から文化会館なし坊ホールで「しろいふるさと大使ライブ」があるよ
みんなで見にいこう　チケット好評発売中！　問　文化会館　☎（492）1121
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1.15
平成 28年
（2016 年） 白井市は

「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。

スマートフォン用アプリ「ｉ広報紙」で

　「広報しろい」「しろい議会だより」をより多くの皆さんにお届けできるよう、本日から
スマートフォン・タブレット用アプリ「i広報紙」での配信を始めました。
　この無料アプリをダウンロードして登録すると、毎月1・15日号の発行日にお知らせが届
き、いつでもどこでも「広報しろい」「しろい議会だより」を読むことができます。
　もっと手軽に広報紙を楽しめる「i広報紙」を、ぜひご利用ください。

　
毎
年
1
月
26
日
は
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
、
文
化
財

を
災
害
か
ら
守
る
運
動
を
全
国
各

地
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
消
防
署
や
消
防
団
と

協
力
し
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
の
訓
練
は
、
鎌
倉
時
代
に

造
ら
れ
た
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

な
ど
来ら

い
こ
う
じ

迎
寺
所
蔵
の
市
指
定
文
化

財
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

　
放
水
訓
練
や
消
火
器
の
取
り
扱

い
訓
練
の
ほ
か
、
文
化
財
の
見
学

や
文
化
課
職
員
に
よ
る
解
説
も
行

い
ま
す
の
で
、
訓
練
の
様
子
や
貴

重
な
文
化
財
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
23
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
11

時
（
荒
天
中
止
）

場
所
　
来
迎
寺
（
折
立
2
6
6
）

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

来迎寺の木造阿弥陀如来立像

文化財防火デー
と防災訓練

「介護予防・日常生活支援総合事業」がスタート

◆事業対象者は　65歳以上で家事や
身の回りの世話などの支援が必要な

「要支援」に認定された人や支援が必
要な状態になる恐れのある人です。
◆手続きが簡略化　ホームヘルプ
サービス（訪問介護）、デイサービス

（通所介護）のみを利用する場合申請
手続きが簡単になります。
　地域包括支援センター窓口で「基
本チェックリスト」と聴き取りを実
施し事業対象者を認定します。
◆既に利用している人は　「基本
チェックリスト」などを実施し、事
業対象者となることで2月以降もサー

ビスを継続できます。
　新しい制度への移行時期は介護保
険認定の更新時となります。詳細は、
更新時に案内します。
◆事業対象にならない人は　訪問看
護のほか、福祉用具貸与・購入、住
宅改修、ショートステイなどを利用
している人は、今までどおり介護保
険の認定を受けてのサービス利用と
なります。
　利用手続きなどの相談や詳細は問
い合わせてください。
■問　地域包括支援センター（高齢者
サポートセンター）　☎（497）3474

　２月１日㈪から介護保険の新しい支援の仕組み「介護予防・日常生活支援
総合事業」がスタートします。

広報しろいを配信します

「i広報紙」の主な特徴
●アプリを開くと、市ホームページにアクセスせずに、いつでもどこでも「広
報しろい」を読むことができます。
●最新号が発行されると、アプリにお知らせが届きます。
●ページめくり、拡大縮小なども簡単にできるほか、気になる記事を切り
抜いて保存する「スクラップ機能」があります。スクラップした記事はそ
のままフェイスブックやツイッターなどのSNSに投稿することもできます。
●広報紙と一緒に市ホームページの新着記事も表示され、興味のある分野
ごとにまとめて見ることができます。

閲覧中の広告表示
●この専用アプリは、広告代理店の株式会社ホープが作成したもので
す。アプリの閲覧中は広告が表示されますが、その内容に白井市は一
切責任を負いません。
●利用規約やプライバシーポリシーなどについては、株式会社ホープ
のホームページをご覧ください。

アプリのダウンロード方法
█「i広報紙」を利用するには、専用アプリのダウンロー
ドが必要です。右記のQRコードを読み込んでください。
█ダウンロード後は簡単な個人設定を行うだけで、すぐ
に広報紙を読むことができます。

QRコード

◆しろい議会だよりは平成28年2月15日号から配信します。
◆アプリのダウンロードは無料ですが、通信費は利用者負担
となります。
◆しろいメール配信サービスによる広報発行のお知らせは、
平成28年4月1日号で終了となります。
問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4

　子どもの生年月日などを入力して登
録するだけで、子どもに合わせた予防
接種スケジュールをメールでお知らせ
します。
　また、妊娠週数や子どもの年齢（月齢）
に合わせて、マタニティ向け講座、予
防接種、幼児健診など、子育て情報を
お知らせする「白井あい・あいメール」
を配信します。
　登録は本日から可能で、登録料や利
用料は無料です（通信費用は利用者負
担）。
S　http://shiroi.city-hc.jp/
※右記QRコードで携帯電話
やスマ－トフォンからも登
録可能です。
問　健康課母子保健班
☎（497）3495

なし坊・かおりの予防接種ナビ
「白井あい・あいメール」が本日スタート

QRコード イメージ画像
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
で
市
内

に
住
所
が
あ
り
、
27
年
中
の
状
況
が

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

【
市
・
県
民
税
】

●
所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先

か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書
（
源
泉
徴

収
票
）
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

●
所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
は
な

い
が
、
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
の
各

種
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

●
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受

給
し
、
ほ
か
に
所
得
が
な
か
っ
た
人

●
所
得
が
な
く
、
誰
に
も
扶
養
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
人

●
市
外
に
居
住
し
て
い
る
納
税
者
の

扶
養
と
な
っ
て
い
る
人

※
市
・
県
民
税
は
、
所
得
が
あ
れ
ば

申
告
が
必
要
で
す
。

【
所
得
税
】

◆
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
場
合

●
平
成
27
年
中
の
合
計
所
得
が
、
基

礎
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控

除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

※
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
場

合
で
も
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
必

要
で
す
。

◆
給
与
所
得
が
あ
る
場
合

●
給
与
収
入
が
2
千
万
円
を
超
え
た
人

●
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超

え
た
人

●
2
カ
所
以
上
の
勤
務
先
な
ど
か
ら

給
与
収
入
が
あ
っ
た
人

平
成
27
年
分

　「
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
」
と
「
所
得
税
の
確
定
申
告
」

印
旛
沼
の
水
環
境
保
全
に

関
す
る
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
と
水
辺
の
風
景
画

コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
展
示

　「
印
旛
沼
の
水
環
境
保
全
に
関
す

る
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
「
水

辺
の
風
景
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
多
数

の
応
募
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
最

優
秀
作
品
と
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま

申
告
が

　
　
必
要
な
人

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す

Q
　
市
役
所
の
職
員
を
名
乗
る
男
性

か
ら
、
電
話
で
「
あ
な
た
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
流
出
し
た
。
登
録
抹
消
に

は
手
数
料
が
必
要
」
と
言
わ
れ
た
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

Q
　「
サ
イ
ト
料
金
が
未
納
で
放
置

す
る
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
り

銀
行
口
座
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
」

と
い
う
内
容
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

（
30
歳
代
・
男
性
）

A
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用
が

始
ま
り
、
そ
れ
に
便
乗
し
た
電
話
や

メ
ー
ル
、
訪
問
な
ど
で
公
的
機
関
や

有
名
団
体
を
名
乗
り
、
金
銭
を
だ
ま

し
取
る
悪
質
な
被
害
が
急
増
し
て
い

ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲
は
法

律
で
、「
社
会
保
障
」「
税
」「
災
害

対
策
」
の
3
つ
の
行
政
分
野
に
限
ら

れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
を
求
め

る
手
続
き
の
際
は
、
本
人
確
認
を
徹

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た

　
　
　
不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
に
注
意
を

底
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
公
的
機
関
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
手

続
き
と
称
し
て
、
口
座
番
号
な
ど
を

電
話
で
聞
く
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　
不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
、
訪
問
な

ど
で
手
数
料
や
還
付
金
な
ど
の
内
容

を
受
け
て
も
、
慌
て
ず
に
警
察
や
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
被
害

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
相
談
窓
口
】

　
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
制
度
全

般
に
つ
い
て
）　
☎
0
1
2
0
―
9

5
―
0
1
7
8
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
　

☎
1
8
8
（
最
寄
り
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
転
送
）、
警
察
総

合
相
談
電
話

　
☎
#
9
1
1
0

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
内
線

3
2
9
4
（
月
〜
金
曜
日
　
午
前
10

時
〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2
階
）

195

す
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
印
旛
沼
流

域
小
・
中
学
生
の
印
旛
沼
の
水
環
境

保
全
意
識
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
時

　
2
月
8
日
㈪
の
午
前
10
時
か

ら
12
日
㈮
の
午
後
4
時
ま
で

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
　
環
境
課
環
境
保
全
・
放
射
線
対

策
班

　
内
線
3
2
7
6

●
印
鑑
、
筆
記
用
具
、
計
算
機

●
平
成
27
年
分
の
収
入
金
額
が
分
か

る
も
の
（
給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収

票
な
ど
）

●
申
告
者
名
義
の
金
融
機
関
（
銀
行
・

郵
便
局
な
ど
）
の
口
座
番
号
が
分
か

る
も
の

●
控
除
額
が
分
か
る
も
の
な
ど

控
除
額
が
わ
か
る
主
な
も
の

○
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
ま

た
は
証
明
書
以
外
の
保
険
料
を
納
付

済
の
場
合
は
領
収
書
の
写
し

○
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
領
収
書

な
ど
納
付
金
額
の
分
か
る
も
の

○
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
の
控

除
証
明
書

○
障
害
者
手
帳
な
ど
の
写
し

○
配
偶
者
の
所
得
金
額
の
分
か
る
も

の
な
ど

※
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
く
て

も
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
障
が
い

「無料相談」「自書指導会」を開催
　開催日程は下表のとおりで、作成済みの確定申告書の提出の
みもできます。
　税理士会が行う無料相談（①②③）では、譲渡所得・住宅借
入金等特別控除の1年目の相談はできません。
※所得税の青色申告や譲渡所得、消費税、贈与税などは、市は
申告用紙の配布のみを行います。

無料相談・自書指導会日程
項目 日程 時間 場所

申
告
期
間
前

①パソコンに
よる無料相談

1月25日㈪・
26日㈫

10:00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

白井市役所6階
正庁

②税理士会
の無料相談

2月8日㈪・9
日㈫・10日㈬・
12日㈮

イオンモール千
葉ニュータウ
ン店3階イオン
ホール（印西市）

③年金収入
のみ対象の
自書説明会

2月9日㈫ 西白井複合セン
ター

申
告
期
間
中

④自書指導会

2月16日㈫～3
月15日㈫の平日

9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

白井市役所6階
正庁

2月20日㈯・
27日㈯ 9：00 ～ 12：00

⑤個別相談 2月16日㈫～29
日㈪の平日

9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

①はパソコンで申告書を作成する際に補助者が助言などをし、作
成後は提出（送信）できます（書面での申告書の作成もできます）。
③は税理士による講義式の説明会で、年金収入額400万円以上の人
や控除などを追加し還付を受ける人が対象です（途中入場不可）。
④⑤は午前8時30分から受け付けを行います。

　
給
与
所
得
者
が
提
出
で
き
る
還
付

申
告
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ

イ
ホ
ー
ム
の
新
築
や
購
入
、
増
改
築

な
ど
を
行
い
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
に
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医
療
費
控
除

　
自
分
や
自
分
と
生
計
を
同
一
に
す

る
親
族
が
病
気
や
け
が
な
ど
で
医
療

費
を
支
払
っ
た
場
合
、
一
定
の
金
額

の
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

対
象
と
な
る
医
療
費

　
平
成
27
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費

か
ら
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
を
引
き
、さ
ら
に
10
万
円
（「
総

所
得
金
額
等
」
が
2
0
0
万
円
未
満

の
場
合
は
そ
の
5
㌫
相
当
額
）
を
引

い
た
金
額
（
最
高
2
0
0
万
円
ま
で
）

なし坊プレミアム
商品券の換金期間は
1月29日㈮まで

　「なし坊プレミアム商
品券」の換金期間は、1月
29日㈮までです。
　換金期間を過ぎた「なし
坊プレミアム商品券」の換
金はできませんので注意
してください。
■問　白井市プレミアム付
商品券実行委員会事務局
☎080（2397）1943、白井
市商工会　☎（492）0721、
商工振興課商工振興班　
内線3241～3

事業主の皆さんへ

　市の国民健康保険に加入し、1カ月の医療費
が高額（対象世帯における限度額を超えた額）
になった場合、高額医療費として申請後に市
から還付金が支給されます。
　申請には、医療機関で受診した領収書かそ
の写しを添付するため、確定申告で医療費控
除の還付申告をする場合は、領収書の写しを
保管しておいてください。領収書かその写し
で支払金額の確認ができない場合、高額療養
費を支給できないことがあります。
　支給対象者には、受診の2～3カ月後に支給
申請に関するお知らせを送付しています。11
月診療分は1月末頃、12月診療分については2
月末頃に送付する予定です。
問　保険年金課保険年金班　内線3181

高額な医療費を負担した人は
必ず「領収書のコピー」を

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
や
医
療

費
控
除
な
ど
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
人

●
平
成
27
年
の
途
中
に
退
職
し
た
人

で
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人

◆
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
、
寄
附
金
控

除
を
受
け
る
場
合

●
平
成
27
年
1
月
1
日
か
ら
3
月
31

日
ま
で
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
人

●
平
成
27
年
4
月
1
日
以
降
に
6
団

体
以
上
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
人

【
年
金
所
得
者
に
係
る

確
定
申
告
不
要
制
度
】

　
年
金
所
得
者
の
う
ち
公
的
年
金
の

収
入
額
が
4
0
0
万
円
以
下
で
、
公

的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
人
は
、

所
得
税
の
申
告
は
不
要
で
す
が
、
所

得
税
の
還
付
申
告
書
は
提
出
で
き
ま

す
。

　
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い
人
で

も
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

に
記
載
の
な
い
生
命
保
険
料
な
ど
の

控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
市
・
県
民

税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
に

　
必
要
な
も
の

還
付
申
告
は

　
　
お
早
め
に

　
市
で
は
、
2
月
16
日
㈫
か
ら
3
月
15
日
㈫
ま
で
「
申
告
書
の
受
け
付
け
」
と
「
自
書
指
導
会
・
個
別
相
談
」、
税
理
士
会
に
よ
る

「
無
料
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
問

　
所
得
税
の
申
告
　
成
田
税
務
署
　
☎
0
4
7
6
（
2
8
）
5
1
5
1
（
代
表
）、
市
民
税
・
県
民

税
の
申
告
　
市
課
税
課
市
民
税
班
　
内
線
3
1
3
1
〜
3

者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
控
除
の
対

象
に
認
定
さ
れ
る
場
合
（
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
の
交
付
）
が
あ
る

の
で
高
齢
者
福
祉
課
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

成
田
税
務
署
か
ら
の
お

知
ら
せ

申
告
書
の
作
成
・
提
出

　
平
成
27
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
並
び
に
贈
与
税

の
申
告
書
の
作
成
と
提
出
の
会
場
を

開
設
し
ま
す
（
相
続
税
の
相
談
、
国

税
の
納
付
、
納
税
証
明
書
の
申
請
・

発
行
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
）。

　
ま
た
、
成
田
税
務
署
内
に
申
告
書

の
作
成
会
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時

　
2
月
8
日
㈪
〜
3
月
15
日
㈫

の
平
日
、
2
月
21
日
㈰
、
28
日
㈰

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
（
申
告
書
の

提
出
は
午
後
5
時
ま
で
）

場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
2
階
イ

オ
ン
ホ
ー
ル

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
書
や

青
色
申
告
決
算
書
な
ど
の
作
成
が
で

き
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
成
田
税
務
署

　
☎
0
4
7
6

（
2
8
）
5
1
5
1
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白
井
の
古
墳

　
西
暦
3
世
紀
中
頃
か
ら
7
世
紀

に
か
け
て
、
各
地
で
古
墳
と
い
う

土
を
盛
り
上
げ
た
墳

ふ
ん
き
ゅ
う
丘
を
持
つ
墓

が
数
多
く
造
ら
れ
ま
す
。
こ
の
間

を
古
墳
時
代
と
呼
び
ま
す
。

　
古
墳
は
前
方
後
円
墳
、
前
方
後

方
墳
、
円
墳
、
方
墳
な
ど
が
あ
り
、

形
や
大
き
さ
で
身
分
や
立
場
を
表

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
内

部
に
は
遺
骸
を
埋
葬
す
る
施
設
を

作
っ
て
副
葬
品
を
一
緒
に
納
め
、

墳
丘
に
埴は

に
わ輪
を
立
て
た
り
、
周
り

に
濠
を
掘
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
う

し
た
大
規
模
な
土
木
工
事
が
必
要

な
た
め
、
古
墳
に
は
労
働
力
を
集

中
・
管
理
で
き
る
権
力
を
持
っ
た

人
物
が
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

　
古
墳
時
代
は
出
現
期
・
前
期
・

中
期
・
後
期
・
終
末
期
に
区
分
さ

れ
、
千
葉
県
北
部
で
は
、
出
現
期

の
古
墳
は
小
規
模
な
方
墳
で
す
。

前
期
に
入
る
と
前
方
後
方
墳
が
造

ら
れ
、
少
し
遅
れ
て
前
方
後
円
墳

が
登
場
し
ま
す
。
中
期
に
は
印
旛

沼
周
辺
や
利
根
川
下
流
域
で
死
者

の
頭
を
支
え
た
石
枕
を
供
え
た
円

墳
が
多
く
み
ら
れ
、
後
期
〜
終
末

期
に
な
る
と
一
定
の
範
囲
に
小
規

模
な
古
墳
が
密
集
す
る
群
集
墳
が

各
地
に
分
布
し
ま
す
。

　
市
域
で
は
神
崎
川
や
そ
の
支
流

を
臨
む
台
地
上
に
出
現
期
〜
前
期

の
方
墳
が
造
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ

も
全
長
15
㍍
以
下
で
、
神
々
廻
宮

前
遺
跡
で
5
基
、
復

ふ
く
さ
ん山
谷や

遺
跡
で

6
基
あ
り
、
復
山
谷
遺
跡
で
は
墳

丘
に
並
べ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

壺つ
ぼ
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
続
い
て
手
賀
沼
を
臨
む
平
塚
地

区
の
台
地
先
端
に
前
期
の
前
方
後

方
墳
で
、
手
賀
沼
周
辺
最
大
の
小こ

森も
り
ひ
ょ
う
た
ん
づ
か

瓢
箪
塚
古
墳
（
全
長
約
52
㍍
）

が
造
ら
れ
ま
す
。

　

　
し
ば
ら
く
間
を
空
け
後
期
か
ら

終
末
期
に
な
る
と
同
じ
平
塚
地
区

に
真ま

き木
ノの
う
ち内
古
墳
群
、
平
塚
舟
戸

古
墳
、
海
老
内
台
古
墳
、
平
塚
遺

跡
、
平
塚
本
郷
2
遺
跡
と
い
う
小

規
模
な
方
墳
や
円
墳
が
造
ら
れ
ま

し
た
。
平
塚
遺
跡
で
は
埋
葬
施
設

に
用
い
ら
れ
た
貝
化
石
を
含
む
石

材
が
露
出
し
て
い
ま
す
。

　
市
域
の
古
墳
は
小
森
瓢
箪
塚
古

墳
を
除
く
と
い
ず
れ
も
小
規
模
で

す
。
つ
ま
り
、
前
期
は
平
塚
地
区

が
手
賀
沼
周
辺
の
支
配
・
拠
点
上

重
要
視
さ
れ
、
規
模
の
大
き
な
古

墳
が
造
ら
れ
ま
し
た
が
、
後
期
以

降
は
拠
点
と
な
る
地
域
か
ら
外
れ
、

そ
の
役
割
を
他
地
域
に
譲
り
ま
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰
〰

〰
〰

〰
〰
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〰
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〰
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〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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平塚遺跡の石棺材 復山谷遺跡SS003号墳出土土器

食生活改善推進員による食育の講話の様子

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

シ
イ
タ
ケ
原
木
な
ど
の

購
入
申
し
込
み
は
21
日

㈭
ま
で

　
市
で
は
、
千
葉
県
森
林
組
合
印
旛

事
業
所
が
販
売
の
あ
っ
せ
ん
を
行
う

シ
イ
タ
ケ
の
原
木
・
種
駒
や
ス
ギ
な

ど
の
苗
木
の
購
入
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

　
購
入
は
、
シ
イ
タ
ケ
原
木
50
本
単

位
・
種
駒
1
袋
（
1
、
0
0
0
駒
入

り
）
単
位
、
春
植
え
の
山
行
苗
木
25

本
単
位
で
す
。

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

農
政
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
21
日
㈭
ま
で
に
農
政
課
農

政
班

　
内
線
3
2
5
4
へ

　9月1日～12月17日までに市に寄せられた寄
附金は134件で総額2,072,667円です。
　事業ごとの詳細は市ホームページで公表し
ています。
■問　企画政策課企画政策班　内線3351 ～ 3

～善意ありがとうございます～
「まちづくり寄附金」

の申し込み状況を公表します

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
精
神
保
健

福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
関
係
機
関
へ
の
紹
介
を

行
い
ま
す
。

日
程

　
2
月
12
日
㈮
・
22
日
㈪

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間
　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数

　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
1
・

s
y
o
u
g
a
i-g
a
k
u
s
y
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
12
月
18
日
か
ら
25
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実

施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い

て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
検
査
品
目
　
ナ
バ
ナ
、
聖

し
ょ
う
ご
い
ん

護
院
カ

ブ
、
タ
ア
サ
イ
、
ハ
ク
サ
イ
、
ユ
ズ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

出場者募集！～新春シニアカラオケ大会～
　歌うのが好き、盛り上げるのが好きな人などカラオケ大会に出場したい人
を募集します。
日時　2月2日㈫　午後1時～4時（開場　午後0時30分）
場所　文化会館なし坊ホール
対象　市内在住の60歳以上　30人（申し込み順）
参加費　無料
■申・■問　住所、氏名、年齢、電話番号、曲名（1曲のみ）を記入の上、往復
はがきで1月26日㈫（必着）までに高齢者クラブ連合会（高齢者福祉課内）　
☎（497）3484へ

　
茶
や
調
味
料
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

る
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
は
、
軽
く
て

持
ち
や
す
く
キ
ャ
ッ
プ
の
開
け
閉
め

が
簡
単
な
こ
と
か
ら
、
こ
こ
十
数
年

で
生
産
量
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
平
成
26
年
度
に
家
庭
か

ら
回
収
さ
れ
た
市
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
約
1
7
6
㌧
で
、
25
年
度
に
比
べ

約
16
㌧
減
少
し
て
い
ま
す
。
25
年
度

の
リ
サ
イ
ク
ル
率
（
国
内
の
1
年
間

の
ご
み
の
排
出
総
量
に
対
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
し
た
量
の
割
合
）
は
83
㌫
程

で
さ
ら
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
が

必
要
で
す
。

　
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
回
収
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
分
別

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に

　
　
　
〜
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
〜

せ
ず
に
燃
や
す
ご
み
と
し
て
出
さ
れ

る
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
使
用
後
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
中

を
さ
っ
と
水
洗
い
し
、
キ
ャ
ッ
プ
や

ラ
ベ
ル
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
類
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
捨
て
て
し
ま
え

ば
ご
み
に
な
る
も
の
を
、
再
び
資
源

と
し
て
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
石
油
か
ら
作
ら

れ
る
樹
脂
か
ら
で
き
て
い
て
、
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
資
源
で
あ
る
石

油
の
消
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、

環
境
負
荷
の
低
減
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　
一
人
一
人
の
心
が
け
で
ご
み
を
資

源
化
・
減
量
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
切
な
資
源
を
正
し
く
分
別
す

る
な
ど
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
　

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
7

21

食
育
セ
ミ
ナ
ー

〜
食
育
を
一
緒
に
考
え

　
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て

　
　
　
　
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　
栄
養
士
と
食
生
活
改
善
推
進
員
が

健
康
づ
く
り
に
大
切
な
食
生
活
に
つ

い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
自
分
自
身
や
家
族
、
身
近
な
地
域

の
健
康
づ
く
り
、
食
育
な
ど
一
緒
に

学
び
ま
せ
ん
か
。

　
食
育
や
食
生
活
、
食
生
活
改
善
推

進
員
に
興
味
が
あ
る
人
は
気
軽
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
食
生
活
を
中
心
と

し
た
健
康
づ
く
り
を
地
域
に
広
め
る

活
動
や
市
の
食
育
に
関
す
る
事
業
に

協
力
す
る
人
で
す
。

日
時
　
2
月
10
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
食
育
や
食
生
活
に
関
心
が
あ

る
市
内
在
住
者

　
18
人
（
申
し
込
み

順
）

内
容
　
食
育
に
つ
い
て
の
講
話
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
調
理
実
習
、

食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動
紹
介

参
加
費

　
無
料

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具

申
・
問

　
2
月
3
日
㈬
ま
で
に
健
康

課
健
康
づ
く
り
推
進
班

　
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
4
へ

　ゆったりとハーブティーを飲みながら、気
軽に楽しく妊娠・出産について学んでみませ
んか。「ベビーサロン『いっぽいっぽ』」との
交流タイムもあるので、出産予定日の近い妊
婦さんだけでなく先輩ママとも話ができます。
日時　2月1日㈪　午前10時～正午

（受け付け　午前9時45分～）
場所　保健福祉センター
対象　おおむね妊娠6から9カ月までの妊婦とその家族　25人（申し
込み順）
※経産婦も参加できます。
保育　あり（1月25日㈪までに要申し込み）
持ち物　母子手帳、筆記用具
参加費　100円（「ヘルシーおやつ」およびハーブティー代）
■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495か、「ちば電子申
請サービス」の白井市「平成27年度マタニティ向け講座・子育て応
援講座申し込み」へ
※電子申請は1月25日㈪までに申し込みをしてください。

　気軽に参加でき楽しくおしゃべりできる場です。親子のふれあ
い遊びの紹介もあります。子育て仲間を広げませんか。
日時　2月1日㈪　午前10時30分～正午（受け付け　午前10時15分～）
場所　保健福祉センター
対象　おおむね生後6カ月までの乳児とその家族
※事前の予約は不要で、参加費は無料です。
■問　健康課母子保健班　☎（497）3495

マタニティカフェ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

ベビーサロン「いっぽいっぽ」



子

育

て

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

子

ど

も

西  

親
子
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

　
忙
し
い
育
児
の
合
間
に
茶
話
会
で

「
ホ
ッ
」
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
21
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
子
育
て
中
の
保
護
者
（
自
由

参
加
）

参
加
費

　
50
円
（
茶
菓
代
）

西  

キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
ト
ク

ラ
ブ
・
発
達
と
こ
と
ば

の
相
談
会

　
子
ど
も
の
発
達
や
言
葉
に
つ
い
て

専
門
の
言
語
聴
覚
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
時

　
①
1
月
27
日
㈬

　
②
2
月
24

白  

お
料
理
ク
ラ
ブ

　
友
達
と
一
緒
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓

子
「
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
」
を
作
ろ
う
。

日
時
　
2
月
7
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
小
学
生
以
上
　
12
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
2
枚
、
上
履
き
、
水
筒
、

持
ち
帰
り
用
の
袋

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

高

齢

者

福   

生
き
が
い
支
援
事
業

「
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」

　
日
頃
の
練
習
成
果
を
舞
台
の
上
で

発
表
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
①
1
月
25
日
㈪

　
②
2
月
29

日
㈪
　
③
3
月
29
日
㈫
　
午
後
0
時

30
分
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
各

日
35
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
①
は
1
月
23
日
㈯
、
②
は
2
月

27
日
㈯
、
③
は
3
月
26
日
㈯
ま
で
に

電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ   

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福   

健
骨
料
理
講
習

　
骨
粗
し
ょ
う
症
、
腰
痛
、
高
血
圧
、

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
料
理
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

　
料
理
は
、
チ
ヂ
ミ
ほ
か
何
品
か
を

作
り
ま
す
。

日
時
　
2
月
8
日
㈪
・
15
日
㈪
　
正

午
〜
午
後
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
各

日
15
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

講
師

　
日
本
製
粉
㈱
ク
ッ
キ
ン
グ
パ

ー
ト
ナ
ー

　
佐
藤
加
代
子
さ
ん

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
1
月
29
日
㈮
ま
で
に
希
望
日
を

電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

白  

コ
ミ
セ
ン
フ
ェ
ス
タ

i
n
児
童
館
・
実
行
委

員
募
集

　
3
月
の
「
コ
ミ
セ
ン
フ
ェ
ス
タ
」

で
準
備
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
の
運
営

を
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

　
2
月
13
日
㈯
か
ら
3
月
12
日

㈯
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
（
全
5
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

※
3
月
12
日
の
み
、
午
後
0
時
30
分

〜
午
後
3
時
30
分
と
な
り
ま
す
。

対
象
　
小
学
4
年
生
以
上
　
12
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

スポーツ指導者養成講座日程表
日程 時間 内容

2月7日㈰
13：00 ～ 14：00 社会体育概論（生涯スポーツ概論）
14：00 ～ 15：00 総合型地域スポーツクラブの育成
15：00 ～ 17：00 スポーツ心理学

2月14日㈰   9：00 ～ 13：00 普通救命講習Ⅱ

2月21日㈰
13：00 ～ 15：00 スポーツ医学
15：00 ～ 17：00 スポーツ生理学

2月28日㈰
13：00 ～ 15：00 スポーツ傷害の予防と応急処置

スポーツマッサージ
15：00 ～ 17：00 実技

3月13日㈰
13：00 ～ 15：00 スポーツ指導論
15：00 ～ 17：00 スポーツと健康

　
近
年
の
健
康
志
向
に
よ
り
、
多
様
化
し
て
き
た
市
民
の

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
指
導
者
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
全
課
程
を
修
了
し
た
人
に
は
「
白
井
市
公
認
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
」と
し
て
修
了
証
を
交
付
し
、市
の
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー

ダ
ー
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
す
。

日
程
・
内
容

　
下
表
の
と
お
り
（
都
合
に
よ
り
変
更
の
場

合
が
あ
り
ま
す
）

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
〜
64
歳
で
、
今
後
地
域
ス

ポ
ー
ツ
指
導
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
人
　
15
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
し
、
参

加
者
が
5
人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費
　
3
、
9
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
・
問

　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
種
目
の
経
験
年
数
、
受
講
目
的
を

記
入
の
上
、
1
月
27
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3
4
3
4
へ

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
講
座

◆注意事項
●来場する際は上履きと下足袋を持参してください
●センターで用意する来場者用駐車場は駐車台数に限りがあるため徒歩や自転車、車の
乗り合わせなどで来場してください
●プログラムの開催時間や内容は、都合により予告なく変更する場合があります
●食べ物などの販売は、なくなり次第終了します
※詳しくは問い合わせてください

桜台センターフェスティバル日程表
内容 日程 プログラム

展示
30日㈯
・31日㈰

絵画、はがき絵、写真、団体活動報告、桜台小学校区青少年相談員、
桜台地区防犯連絡会、桜台センター事業「コッコ倶楽部作品」「年間
活動報告」（終日）

発表・
体験

30日㈯

【レクホール】空手演武（10：00 ～）、金管五重奏（11：00 ～）、空手
演武（12:00 ～）、歌唱（13:00 ～）、合気道演武（14：00 ～）

【視聴覚室】合唱（10：30 ～）、ベビーサイン（13：30 ～、14：20 ～）
※ベビーサインは各回10組まで、午前10時から受け付けを行います。

31日㈰

【レクホール】中国武術（9:30 ～）、琴とフルートの演奏（10:30 ～）、
親子ダンス（11:00 ～）、誰でもヨガ体験（11:45 ～）、みんなでフィナー
レ（12：45 ～）　【視聴覚室】おひるねアート（10：20 ～、11：20 ～）
※おひるねアートは各回8組まで、午前10時から受け付けを行います。

販売

30日㈯ ピザ、パン、はちみつ、菓子、EM製品（肥料ほか）、ストラップ

31日㈰ 手作りスイーツ、飲み物

30日㈯
・31日㈰

アロマクラフト、竹炭、竹細工、焼きそば、焼き鳥、大判焼き、ポテト、
和菓子、新鮮野菜

児童館
30日㈯

グラウンドゴルフ、くるくる段ボールでマグネット作り、カーリン
グ!?（9：30 ～）、おはなし会（11：00 ～）、囲碁・将棋（13：00 ～）

31日㈰
エコキャップでスタンプ作り、エコキャップつめ放題に挑戦！、カ
ラーボールイン（9：30 ～）、手品おじさんがやってくる（10：30 ～）

日
㈬

　
③
3
月
23
日
㈬

　
午
前
9
時

〜
午
後
1
時

対
象

　
0
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
と

そ
の
保
護
者
　
4
組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
①
は
1
月
24
日
㈰
、
②
は
2
月
21

日
㈰
、
③
は
3
月
19
日
㈯
ま
で
に
電

話
か
直
接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

公  
0
歳
児「
ひ
よ
こ
さ
ん
」

　
1
年
間
の
成
長
の
記
念
に
手
形
を

取
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
2
月
1
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
平
成
26
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者

　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
1
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

ブラウニー

市スポーツ推進委員協議会の石﨑会長が
「功労者表彰」を受けました

11月12・13日に、愛媛県武道館で行われた
「第56回全国スポーツ推進委員研究協議会愛媛
大会」において、市スポーツ推進委員協議会の
石﨑忠和会長が全国スポーツ推進委員連合から

「功労者表彰」を受けました。
　表彰理由は、市内4つの総合型クラブの設立
や育成の先頭に立ち、クラブ運営のアドバイス
や指導者として活躍していることをはじめ、障
害児を対象としたスポーツへの重要性を理解し、
率先して機会拡充に尽力していることが認めら
れたものです。
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3434 表彰された石﨑会長（右）

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
参
加
者
募
集

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
2
月
21
日
㈰
・
28
日
㈰

場
所

　
白
井
中
学
校
体
育
館

対
象

　
1
チ
ー
ム
7
人
以
上
で
構
成

さ
れ
、
う
ち
市
内
在
住
者
が
3
人
以

上
い
る
チ
ー
ム

※
必
ず
審
判
を
帯
同
し
、
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費

　
1
チ
ー
ム
5
、
0
0
0
円

申
　
所
定
の
申
込
書
（
生
涯
学
習
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
2
月
7
日
㈰
（
必
着
）
ま
で

に
〒
2
7
0
―
1
4
3
5

　
白
井
市

清
水
口
2
―
4
―
1
―
3
0
3

　
市

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
　
小
原
へ

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5

みんなで来てね♪
センターフェスティバル
みんなで来てね♪

センターフェスティバル
桜    さくセンフェスタ
日時　30日㈯　午前9時30分～午後3時30分
　　　31日㈰　午前9時30分～午後1時
内容・日程・プログラム　下表のとおり
※臨時駐車場を桜台小・中学校に用意します。
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趣
味
・
教
養
・
学
習

イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜 桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福 福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シ シルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボ ボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
S
I
N
C
S
「
歌
い
ま
唱

し
ょ
う
か歌
♪
」

　
月
に
1
回
、
日
本
人
の
心
の
原
風

景
で
あ
る
「
唱
歌
」
な
ど
、
懐
か
し

く
美
し
い
日
本
の
歌
の
数
々
を
、
市

内
の
女
性
合
唱
団
有
志
と
一
緒
に
歌

っ
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。
申
し
込
み
不
要
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
1
月
22
日
㈮
、
2
月
19
日
㈮
、

3
月
4
日
㈮
　
午
後
2
時
〜
3
時
30

分
　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

参
加
費

　
無
料

問
　
S
I
N
C
S
白
井
自
然
と
芸
術

文
化
の
会

　
平
田
☎
0
8
0
（
4
7

2
7
）
8
7
1
8

◆
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ

と
森
の
会

①
里
山
の
保
全
活
動

　
里
山
の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に

草
刈
り
や
枝
拾
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
1
月
24
日
㈰
　
午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

②
野
鳥
観
察
会

　
林
や
林
縁
で
見
ら
れ
る
野
鳥
の
姿

や
鳴
き
声
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
　
2
月
6
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午
（
雨
天
中
止
）　
講
師
　
日
本

野
鳥
の
会
千
葉
県
幹
事
　
上
田
孝
寿

さ
ん
、
高
橋
邦
年
さ
ん

【
共
通
】

集
合
場
所

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
第
2
駐

車
場
（
清
戸
）　
対
象
　
市
民
　
各

20
人
（
申
し
込
み
順
）　
持
ち
物
　

飲
み
物
、
帽
子
、
筆
記
用
具
、
あ
れ

ば
双
眼
鏡

　
参
加
費

　
1
0
0
円

（
保
険
代
、
小
学
生
以
下
は
無
料
）

※
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
履
き
な
れ
た

運
動
靴
で
参
加
し
、
小
学
生
以
下
は

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
①
は
1
月
21
日
㈭
、
②
は

2
月
3
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
メ
ー
ル

で
矢
野
☎
0
8
0
（
5
0
8
7
）
7

2
3
5
・ y

m
h
arappa@

y
a

h
oo.co.jp

へ

コ  
交
通
安
全
講
座
「
防

ご
う
！
高
齢
者
の
交
通

事
故
」

　
印
西
警
察
署
員
に
よ
る
高
齢
者
が

交
通
事
故
の
被
害
者
・
加
害
者
に
な

ら
な
い
た
め
の
交
通
安
全
講
座
で
す
。

　
運
転
免
許
自
主
返
納
の
手
続
き
に

つ
い
て
も
説
明
し
ま
す
。
家
族
も
一

緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
5
日
㈮

　
午
前
11
時
〜

正
午

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
一
般
　
15

人
（
申
し
込
み
順
）

※
保
育
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か
直

接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

公  

こ
け
玉
教
室

　
春
を
感
じ
る
こ
け
玉
を
作
り
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
2
月
6
日
㈯

　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
0
時
30
分

対
象
　
一
般
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
こ
け
玉
講
師
　
山
本
宏
さ
ん

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
持

ち
帰
り
用
の
袋

参
加
費

　
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
電
話
予
約
の
上
、
1
月
25
日
㈪

◆
家
庭
倫
理
の
会
白
井
市

　
子
育
て
の
悩
み
を
気
軽
に
話
せ
る

仲
間
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

①
子
育
て
カ
フ
ェ

日
程
・
内
容

　
1
月
24
日
㈰
・
子
ど

も
の
能
力
を
引
き
出
す
親
の
一
言
、

3
月
20
日
㈰
・
子
ど
も
の
反
抗
を
ど

う
す
る
？
　
場
所
　
ザ
・
ワ
ー
ク
ス

（
冨
士
）　
参
加
費
　
大
人
5
0
0

円
、
子
ど
も
1
0
0
円
（
飲
み
物
、

ケ
ー
キ
代
）

②
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

日
程
・
内
容

　
2
月
16
日
㈫
・
子
ど

も
を
勉
強
好
き
に
す
る
に
は
？
、
4

月
19
日
㈫
・
愛
を
伝
え
る
子
育
て
〜

親
子
の
絆
を
深
め
よ
う
〜

　
場
所

　

桜
苑
壱
番
街
集
会
所
（
桜
台
）　
参

加
費
　
2
0
0
円
（
茶
菓
代
）

【
共
通
】　

時
間

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
講
師

　

一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所

　
水
野

美
樹
子
さ
ん

　
持
ち
物

　
筆
記
用
具

申
・
問

　
電
話
で
徳
平
☎
0
9
0

（
4
0
5
6
）
7
9
5
3
へ

◆
販
売
会
湖
北
「
冬
の
市
」

　
生
徒
に
よ
る
作
業
製
品
、
野
菜
、

花
苗
、
パ
ン
な
ど
の
販
売
会
で
す
。

日
時
　
29
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

　
場
所

　
マ
ス
ダ
湖
北
店
（
我

孫
子
市
）

問
　
千
葉
県
立
湖
北
特
別
支
援
学
校

☎
0
4
（
7
1
8
8
）
0
5
9
6

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
1
月
30
日
㈯

　
成
田

市
中
央
公
民
館
、
2
月
27
日
㈯

　
千

葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

時
間
　
午
後
1
時
〜
4
時
　
対
象
　

一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
あ
よ
う
販
売
会

　
中
学
部
お
よ
び
清
新
分
校
生
徒
の

作
業
学
習
製
品
を
販
売
し
ま
す
。

日
時
　
2
月
5
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

11
時
50
分
　
場
所
　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
我
孫
子
南
口
店
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

問
　
千
葉
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学

校
☎
0
4
（
7
1
8
7
）
0
8
3
1

◆
オ
ス
ト
メ
イ
ト
社
会
適
応
訓
練
講

習
会

　「
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
に
お
け
る
ト
ラ

ブ
ル
時
の
対
処
方
法
と
予
防
法
」
の

講
演
会
や
補
装
具
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
2
月
13
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

4
時
　
場
所
　
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ

ー
佐
倉

　
対
象

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
お

よ
び
そ
の
家
族
ほ
か

　
講
師

　
聖
隷

佐
倉
市
民
病
院
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認

定
看
護
師
　
青
木
佐
紀
子
さ
ん
、
高

野
弘
栄
さ
ん
　
参
加
費
　
無
料

問
　
千
葉
県
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
☎

0
4
3
（
3
0
9
）
7
5
7
1

◆
働
き
た
い
高
齢
者
の
た
め
の
講
習
会

　
55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
登
録
が
済
ん
で
い
る
人
を
対
象
と

し
た
無
料
講
習
会
で
す
。
応
募
方
法

な
ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
介
護
職
員
基
礎
講
習
】

日
時

　
2
月
22
日
㈪
〜
26
日
㈮
（
5

日
間
）　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
所
　
柏
の
葉
公
園
管
理
事
務
所

定
員
　
40
人
　
応
募
締
め
切
り
　
2

月
8
日
㈪

【
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
技
能
講
習
】

日
時
　
2
月
29
日
㈪
〜
3
月
3
日
㈭

（
4
日
間
）　
午
前
8
時
45
分
〜
午

後
5
時
15
分
　
場
所
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
船
橋
第
1
庁
舎

　
定
員

　
40
人

　

応
募
締
め
切
り

　
2
月
15
日
㈪

【
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
員
（
短
期
）
養

成
講
習
】

日
時
　
3
月
1
日
㈫
〜
4
日
㈮
（
4

日
間
）　
午
前
8
時
45
分
〜
午
後
5

時
15
分

　
場
所
　
柏
の
葉
公
園
管
理

事
務
所

　
定
員
　
40
人
　
応
募
締
め

切
り

　
2
月
16
日
㈫

問
　
千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
☎
0
4
3
（
2
2
7
）
5

1
1
2

募
集
・
伝
言
板

◆
演
劇
出
演
者
募
集

　「
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
（
シ

ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
原
作
）」
の
出
演
者

を
募
集
し
ま
す
。
大
声
で
笑
え
る
舞

台
を
創
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
30
日
㈯
か
ら
月
2
回

　
午
前

10
時
〜
正
午

　
場
所

　
冨
士
セ
ン
タ

ー
　
月
会
費
　
9
0
0
円
（
施
設
使

用
料
ほ
か
、
中
学
生
以
下
無
料
）

問
　
英
劇

　
中
村
☎
（
4
4
3
）
8

6
4
5

◆
千
葉
地
方
法
務
局
成
田
出
張
所
に

お
け
る
登
記
相
談
の
予
約
制
を
開
始

　
2
月
1
日
㈪
か
ら
不
動
産
登
記
申

請
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
予
約
制

を
開
始
し
ま
す
。

　
予
約
し
た
人
は
待
ち
時
間
な
し
で

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
・
問

　
電
話
で
千
葉
地
方
法
務
局

成
田
出
張
所
☎
0
4
7
6
（
2
3
）

2
3
1
3
へ

◆
自
衛
官
募
集

　
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
・
技

能
公
募
）
お
よ
び
防
衛
大
学
（
後
期
）

の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
受
験
資
格
や
試
験
日
な
ど
の
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
予
備
自
衛
官
補

　
4
月

8
日
㈮
ま
で
　
防
衛
大
学
（
後
期
）

1
月
20
日
㈬
〜
29
日
㈮

問
　
千
葉
地
方
協
力
本
部
柏
募
集
案

内
所
☎
0
4
（
7
1
6
3
）
6
8
8
4

ま
で
に
参
加
費
持
参
で
直
接
公
民
セ

ン
タ
ー
へ

公  

ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ

教
室

　
石
け
ん
の
さ
わ
や
か
な
香
り
と
見

た
目
も
楽
し
め
る
「
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ

ン
グ
」
で
ソ
ー
プ
の
ブ
ー
ケ
を
作
り

ま
せ
ん
か
。
小
さ
な
ナ
イ
フ
1
本
で

自
由
に
彫
刻
を
施
し
、
部
屋
を
華
や

か
に
彩
り
ま
す
。

日
時

　
2
月
6
日
㈯

　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
0
時
30
分

対
象
　
一
般
　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
カ
ー
ビ
ン
グ
講
師

　
山
本
幸

子
さ
ん

持
ち
物

　
持
ち
帰
り
用
の
袋

参
加
費
　
1
、
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
電
話
予
約
の
上
、
1
月
25
日
㈪

ま
で
に
参
加
費
持
参
で
直
接
公
民
セ

ン
タ
ー
へ

冨  

趣
味
の
園
芸

　
春
野
菜
の
種
ま
き
と
、
苗
の
植
え

付
け
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
7
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
市
内
在
住
一
般

　
20
人
（
申

し
込
み
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨
士

セ
ン
タ
ー
へ

福   

コ
ッ
コ
広
場

　
み
ん
な
の
集
い
の
場
と
し
て
、
地

域
の
プ
チ
起
業
家
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
マ
ル
シ
ェ
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

【
コ
ッ
コ
広
場
・
サ
タ
デ
ー
】

日
時
　
2
月
13
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
2
時

　

内
容
・
定
員

　
①
さ
と
う
式
リ
ン
パ

ケ
ア
・
8
人

　
②
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ

キ
ー
作
り
・
8
人
（
申
し
込
み
順
）

③
子
ど
も
向
け
は
ん
こ
教
室
（
自
由

参
加
）

※
③
に
未
就
学
児
が
参
加
す
る
場
合

は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費

　
各
5
0
0
円
（
材
料
費
）

【
コ
ッ
コ
広
場
・
マ
ル
シ
ェ
】

　
手
作
り
パ
ン
や
ガ
ラ
ス
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
無
農
薬
野
菜
を
販
売
す
る
マ

ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
2
月
27
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

午
後
2
時

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

ボ   

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
説
明
会

　
保
育
に
関
心
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し

た
い
人
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
先
輩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
2
月
15
日
㈪

　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
保
育
や
子
ど
も
と
関
わ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
が
あ
り
、
子
ど

も
が
好
き
な
人

　
30
人
（
申
し
込
み

順
）

申
　
電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ社  

交
通
遺
児
に
見
舞
金

な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
陸
上
の
交
通
事
故
で
親
を
失
っ
た

子
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
千
葉
県

社
会
福
祉
協
議
会
交
通
遺
児
援
護
基

金
か
ら
見
舞
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
見
舞
金
な
ど
は
地
域
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
持
参
し
ま
す
。

　
1
度
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

人
が
別
の
激
励
金
な
ど
の
支
給
を
受

け
る
場
合
は
、
再
度
申
し
込
み
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

【
見
舞
金
】

対
象
　
18
歳
未
満
で
遺
児
と
な
っ
た

日
か
ら
1
年
以
内
の
子
が
い
る
世
帯

支
給
額
　
1
世
帯
10
万
円
（
遺
児
が

2
人
以
上
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

2
人
目
か
ら
5
万
円
を
加
算
）

【
勉
学
奨
励
金
】

対
象
　
平
成
28
年
4
月
に
小
・
中
学

校
に
入
学
す
る
遺
児

支
給
額

　
3
万
円

【
激
励
金
】

対
象

　
平
成
28
年
3
月
に
中
学
・
高

等
学
校
な
ど
を
卒
業
す
る
遺
児

支
給
額
　
6
万
円

申
　
1
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
社

会
福
祉
協
議
会
へ

ソープのブーケ

2016.1.155
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天
　
霜
月
の
世
を
騒
然
と
巴
里
の
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口

　
　
松
村
純
子

地
　
置
き
傘
を
借
り
て
駅
出
る
夕
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
大
屋
キ
ヌ

人
　
蕉
し
ょ
う
お
う

翁
の
句
碑
を
隠
す
や
石つ

わ蕗
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口
　
　
斉
藤
裕
子

【
選
評
】　
天

　
時
事
俳
句
は
な
か
な
か
成
功
し
な
い
も
の
だ
が
、

こ
の
作
品
は
一
応
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
巴
里
で
の
爆
弾
テ
ロ
は
世

界
を
震
撼
さ
せ
た
。
平
和
が
脅
か
さ
れ
る
事
が
伝
わ
る
。
地

　
置

き
傘
と
言
う
言
葉
に
心
暖
ま
る
、
ま
た
、
雨
も
時
雨
が
よ
く
合
う
。

こ
の
人
物
の
年
齢
や
姿
が
想
像
さ
れ
て
良
い
。
人

　
石
蕗
の
花
は

茎
高
く
咲
き
小
さ
い
句
碑
は
隠
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
句
碑
は
芭
蕉

翁
の
も
の
だ
。
芭
蕉
忌
は
十
一
月
こ
の
花
の
咲
く
頃
で
も
あ
る
　

風
呂
吹
き
に
せ
ん
友
よ
り
の
太
大
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
市
川
敦
代

公
開
の
襖
絵
龍
の
眼
が
迫
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
小
林
し
を
り

小
春
日
や
子
等
が
祝
い
て
古
希
の
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
下
堂
薗
慶
子

冬
天
に
皇
帝
ダ
リ
ヤ
揺
ら
ぐ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
白
井

　
　
増
子
桂
子

冬
う
ら
ら
誰
も
孤
独
を
口
に
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

黄
落
や
ク
リ
ム
ト
の
眸め

に
潜
む
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
山
川
純
子

枯
桜
静
か
な
並
木
独
り
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
山
下
じ
ゅ
ん
こ

手
術
終
え
は
っ
き
り
見
え
る
と
は
ず
む
声

夫
と
目
と
目
を
合
わ
せ
恥
じ
ら
う

                    

　
　
　
清
水
口

　
　
黒
添
水
無
月

【
選
評
】
手
術
後
の
夫
と
目
が
合
っ
て
、
夫
か
ら
見
ら
れ
て
い
る

と
感
じ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。「
恥
じ
ら
う
」
か
ら
は
、
作
者
の

安
堵
の
気
持
ち
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

夜
を
通
し
働
く
孫
の
帰
る
頃

暁
色
に
染
ま
る
窓
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根

　
　
　
　
印
南
満
子

骨
密
度
、
血
液
検
査
合
格
と

告
げ
ら
れ
歩
幅
ひ
ろ
げ
て
帰
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
関
根
千
浪

道
の
辺
に
立
つ
花
水
木
の
ひ
と
も
と
は

赤
き
実
多
く
冬
空
に
照
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台
　
　
藤
原
澄
子

年
明
け
て
卒
寿
の
春
と
な
る
は
嬉
し

師
走
の
風
の
涼
し
く
吹
け
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
山
本
庸
雄

　

ン
シ
ッ
プ
で
「
君
は
そ
こ
に
い
る
だ

け
で
素
晴
ら
し
い
！
」
と
存
在
承
認

を
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
存
在
承

認
に
よ
り
子
ど
も
が
得
る
自
己
肯
定

感
は
し
つ
け
や
教
育
の
全
て
の
土
台

に
な
り
ま
す
。
特
に
幼
児
期
は
き
ち

ん
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
際
大

切
な
の
は
、
子
育
て
は
時
間
で
は
な

く
密
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

保
育
園
に
預
け
て
い
て
子
ど
も
と
接

す
る
時
間
が
短
く
て
も
、
短
い
時
間

に
き
ち
ん
と
子
ど
も
と
向
き
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

著
書
紹
介

　「
小
児
科
医
が
教
え
る

子
ど
も
が
病
気
の
と
き
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
が
わ
か
る
本
」

K
A
D
O
K
A
W
A 

／
中
経
出
版

出
演
ラ
ジ
オ
番
組
　
N
H
K
第
1
ラ

ジ
オ
「
す
っ
ぴ
ん
」
第
3
火
曜
日
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4

　
今
回
は
、
小
学
生
の
双
子
を
育
て

な
が
ら
市
内
で
と
り
う
み
こ
ど
も
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
夫
と
開
業
し
、
子
育
て

に
つ
い
て
著
書
を
出
版
、
さ
ら
に
ラ

ジ
オ
番
組
で
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務

め
る
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
る

鳥
海
佳
代
子
先
生
に
話
を
伺
い
ま
し

た
。

◆
育
児
と
仕
事
の
両
立
の
コ
ツ

　
私
は
仕
事
が
大
好
き
で
、
子
育
て

中
も
仕
事
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
実
際
に
双
子
の
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
と
き
も
、
ほ
と
ん
ど
仕
事

を
し
て
い
な
か
っ
た
の
は
2
年
程
度

で
、
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。

　
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
に
知
っ
て

買
い
物
に
行
っ
た
り
、
好
き
な
こ
と

や
趣
味
に
時
間
を
充
て
た
り
し
て
く

だ
さ
い
。
お
す
す
め
は
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
が
あ
る
趣
味
で
、
私
の
場
合
は
フ

ラ
ダ
ン
ス
で
し
た
。
双
子
の
子
育
て

は
大
変
で
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
始
め
る

ま
で
は
感
情
を
吐
き
出
す
場
所
が
な

く
、
精
神
的
に
不
安
定
に
な
っ
て
し

ま
い
、
1
カ
月
に
1
回
は
泣
き
な
が

ら
夫
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、
趣

味
を
始
め
て
か
ら
は
、
そ
う
し
た
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
、
花
や
海
な
ど
き

れ
い
な
物
事
を
表
現
す
る
ダ
ン
ス
な

の
で
、
そ
の
こ
と
に
集
中
で
き
て
良

か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
し
た
い
お

母
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い
の
は
、
周

り
の
価
値
観
や
社
会
通
念
に
と
ら
わ

れ
す
ぎ
な
い
こ
と
で
す
。
仕
事
が
好

き
な
人
が
、
そ
の
こ
と
で
後
ろ
め
た

さ
を
感
じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ほ
し
い
の
は
、
自
分
の
時
間
を
持
つ

こ
と
と
、
気
分
転
換
を
す
る
こ
と
の

大
切
さ
で
す
。
子
育
て
中
は
全
て
が

子
ど
も
中
心
に
な
り
が
ち
で
す
が
、

た
ま
に
は
、
2
時
間
程
度
で
も
子
ど

も
を
夫
な
ど
に
預
け
て
、
美
容
院
や

本
を
出
し
た
ら
今
度
は
そ
れ
を
N
H

K
の
担
当
者
が
読
ん
で
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
り
、
ラ
ジ
オ
出
演
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
外
に
出
る
と
き
、
私
が

心
が
け
て
い
る
の
は
、
自
分
の
考
え

は
大
切
に
し
つ
つ
も
、
助
け
を
頼
む

相
手
の
価
値
観
に
合
わ
せ
て
相
談
す

る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
私
の
母
の

場
合
は
仕
事
の
た
め
に
勉
強
す
る
こ

と
を
と
て
も
応
援
し
て
く
れ
る
の
で
、

勉
強
の
た
め
だ
と
説
明
し
て
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
引
き
受
け
て

く
れ
た
ら
、
き
ち
ん
と
感
謝
す
る
こ

と
で
す
。
感
謝
さ
れ
れ
ば
相
手
も
う

れ
し
い
も
の
で
す
。

◆
子
育
て
で
大
事
な
こ
と
を
発
信
し

た
い

　
今
後
も「
子
育
て
で
大
事
な
こ
と
」

を
講
演
活
動
な
ど
で
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。
子
ど
も
と
向
き
合
う
上
で

大
切
な
の
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ス
キ

日
本
で
は
妻
や
母
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
多
過
ぎ
ま
す
。
そ
し
て
育
児
や

家
事
に
は
切
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
自
分
を
大
切
に
し
、
う

ま
く
見
切
り
を
つ
け
、
時
に
は
手
を

抜
き
、
仕
事
と
両
立
を
図
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

◆
外
に
出
て
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ

　
私
は
よ
く
勉
強
の
た
め
に
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
に
話
を
聴
き
に
行
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
い
ろ
い
ろ
な

情
報
は
載
っ
て
い
ま
す
が
、
新
鮮
な

話
、
本
質
的
な
話
は
直
接
聴
か
な
い

と
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
外
に
出

る
こ
と
で
新
た
な
つ
な
が
り
や
知
識

を
得
ら
れ
ま
す
。
本
の
出
版
に
至
っ

た
の
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
出
会
い
、
仲
良
く
な
っ
た
友
人
に
、

子
育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
ぜ
ひ
広
く

発
信
す
べ
き
だ
と
勧
め
ら
れ
、
挑
戦

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
し
て
、

ス
テ
ッ
プ
！
〜
輝
く
男
女
（
ひ
と
）
こ
こ
に
あ
り
〜
⑨

鳥
海
佳
代
子
さ
ん

と
り
う
み
こ
ど
も
ク

リ
ニ
ッ
ク
副
院
長

笑顔で語る鳥海佳代子さん

　昨年の11月23日、清水口の佐藤和美
さんが「第32回全日本シニアバドミン
トン選手権大会」（福井県）の60歳から
64歳までの女子ダブルスの部に千葉県
代表で出場し、見事優勝されました。
　佐藤さんはバドミントンを中学生か
ら始め、育児で数年間中断した時期が
ありましたが、現在まで競技生活を続
けています。選手として大会に参加す
るほか指導者としても活躍され、南山
中学校女子バドミントン部や近隣のレ
ディースクラブチームを指導されてい
ます。
　同校顧問の先生からは「生徒には技

術面のほか、メンタルの部分や礼儀作法まで教えていただいています。生徒
も一生懸命アドバイスを聞き、普段の練習や大会に臨んでいます」と感謝さ
れていました。
　佐藤さんは「長く競技生活をしていますが、本当にうれしかったです。同
じ人とペアを組んで10年になり、特に大会の数カ月前からペア練習をするよ
うにしていました。気力体力のピークを大会に合わせるようにしていますが、
今回はよい体調で臨むことができました。試合中ラリーを続けていると、元
気でいられることを感じます。これからもけがをしないようにしてずっとバ
ドミントンを続けていきたいです」と話してくれました。

佐藤和美さん　全日本シニア大会女子ダブルスで優勝
ずっと元気でバドミントンを続けていきたいです

ラケットと賞状を手にした佐藤さん

　昨年の11月、池の上2丁目自治会が発
足20周年を記念して全世帯（342世帯）
に「救急医療情報キット」を配布しま
した。このキットを利用すると、大切
な命の情報が救急隊や医療従事者に伝
わり、適切な処置を速やかに受けられ
ます。
　キットの中には、本人情報、かかり
つけ医療機関などの医療情報や緊急連
絡先が記入された「救急医療情報キッ
ト記入用紙」と「シール」が入っています。
　利用方法は、シールを玄関の内側と
冷蔵庫の扉に貼り、収納容器を冷蔵庫
の内扉に保管します。119番通報で駆け
付けた救急隊がシールを確認し、キットの情
報を得ることにより迅速な対応が可能となり
ます。キットの中には、利用者の写真、健康
保険証の写し、診察券の写し、薬の手帳など
も保管しておきます。
　自治会長の神山惠

し げ お

雄さんは「全世帯に配布
しましたが、幸い利用された人はまだいない
とのことです。このシステムは、救急時はもちろん、災害時にも有効活用が
期待できますので、ほかの自治会でも広まってくれればいいですね」と話し
てくれました。

救急時に役立つ「救急医療情報キット」
池の上2丁目自治会が全世帯に配布

キットの中身

救急医療情報キットを手にする神山さん


